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学位論文内容の要旨 
 
本論文は炭化物に新たな機能性を付与することを目的に実験を行った． 
炭化前の原料にCa(OH)2溶液を含浸する手法を用いた結果，仮導管表面に活性の高い微細なカルサイ
ト粒子が高分散した木質炭化物を得ることができた．得られた試料は従来の材料よりも酸性ガスの吸収
に優れていた．さらに，重金属に対して通常の木炭よりも高い吸着能を有していることが明らかとなっ
た．また，Ca(OH)2溶液を含浸後炭化した木質炭化物の酸処理によって硝酸性窒素吸着能が発現するこ
とを見出した．さらに，炭化前の含浸溶液にCaCl2溶液を用いた試料の炭化後処理においては，水洗およ
び酸処理いずれも硝酸性窒素吸着能が発現することが明らかとなった．この吸着は塩化物イオンとのイ
オン交換であり，KCl溶液で繰り返し再生が可能であった．また，吸着選択性を有しており，F-および
NO3-は吸着するが，PO43-およびSO42-はほとんど吸着しなかった．この陰イオン交換能を有する木質炭化
物は様々な植物系廃棄物で作成できることがわかった．本研究で得られた木質炭化物を用いて硝酸性窒
素汚染の浄化および抑制試験を行ったところ，実際の使用においても十分な効果を得られることが確認
された．また，木質炭化物が吸着した硝酸性窒素は植物が利用できることが明らかとなった．さらに，
硝酸性窒素吸着木質炭化物の製造において，スケールを大きくした場合でも同レベルの吸着能を有する
材料を作成することに成功した．  
 
 論文審査結果の要旨 
 
 本研究は，Caを含浸させた植物系廃棄物由来の新規な機能性炭化物材料を斬新な製法により開発した
ものである。 
 得られた成果を要約すると次の通りである。 
（１） Ca(OH)2溶液含浸後炭化することによって，カルサイト微細粒子高分散木質炭化物は，酸性ガ
スおよび重金属吸収能を有することを見出した。 
（２） 更に，炭化後の酸処理により，硝酸性窒素吸着能が発現することを見出した。 
（３） CaCl2溶液含浸後炭化することによって，高い硝酸性窒素吸着能と吸着選択を発現し，加えて
KC1溶液処理により繰り返し再生できることを見出した。また，この炭化物の大型実証試験に
よる製造にも成功した。 
（４） 上記の機能性炭化物材料は，河川や地下水の硝酸性窒素浄化に有効であることを実証した。 
（５） 以上の結果から，本研究で開発した新規機能性炭化物材料は，現在深刻な環境問題に大きく寄
与することが明らかとなった。 
 
 
 同君の成果は，学術誌へ４編の論文（印刷中１編を含む）として掲載されている。これら全ての論部
において，同君が第１著者である。 
 
 以上の研究成果から総合的に判断すると，同君の論文は学位（博士）論文として十分に値する。
